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米海軍輸送揚陸艦「ニューオーリンズ」の舞鶴港入港に強く抗議し、府が舞鶴港の軍事利用

に強く反対することを求める申し入れ 

 

米海軍の輸送揚陸艦「ニューオーリンズ」が７日午前、舞鶴市の海上自衛隊舞鶴基地に寄

港した。艦艇の補給や乗員の休養が目的と報道されているが、舞鶴港の日米共同での軍事利

用拡大を目指していることは明らかである。 

 ニューオーリンズは、排水量約２万５千トン、大量の兵士と武器を戦争の最前線に上陸さ

せるための軍艦である。海上自衛隊舞鶴地方総監部は今回の寄港について「他国の海軍の行

動なので、滞在日数については公表していない」としている。しかし、昨年 10 月、核兵器

搭載可能の巡航ミサイルを装備する米海軍ミサイル駆逐艦「チェイフィー」の入港時には、

当時の自衛隊舞鶴地方総監は「日米同盟の下、お互いに緊密に連携を取っている。本当のカ

ウンターパートとして、利便性とタイミングで、粛々と利用してもらっている」と述べてい

る。ロシアのウクライナ侵攻や「台湾危機」などを口実に、日米共同の軍事協力拡大として、

舞鶴港の軍事利用拡大がいっそう進むことに強く抗議し、米艦船の退去を求めるものであ

る。 

 また今回の「ニューオーリンズ」の入港では、数百名の米軍人がフリーパスで上陸し、市

中を自由に行動することが想定される。コロナ感染拡大につながることが強く懸念され、市

民の不安が広がっている。 

 

本来、港湾管理者である京都府は港湾利用にあたって事前協力を求めるべきであり、それ

をないがしろにして米軍艦の入港を黙認することは「日本海に開かれた平和の港」を目指す

ことと逆行するものあり、強く抗議する。 

また、コロナ感染拡大防止のため、入港した米軍艦乗員の上陸中止を米軍に申し入れるこ

とを求める。 
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